
「
結
い
の
党
」
の
国
会

議
員
は
、
比
例
選
出
の
議

員
が
大
半
で
あ
り
、
「
み

ん
な
の
党
」
の
名
前
で
当

選
し
た
の
だ
か
ら
議
席
を

返
還
す
べ
き
と
の
声
が
あ

り
ま
す
が
、
現
行
の
衆
議

院
の
選
挙
制
度
は
、
小
選

挙
区
比
例
代
表
並
立
制
で

あ
り
、
個
人
の
得
票
数
に

対
す
る
惜
敗
率
に
よ
り
当

落
が
決
ま
り
ま
す
。
参
議

院
選
挙
制
度
の
全
国
比
例

は
ド
ン
ト
方
式
で
、
政
党

内
で
一
定
の
個
人
票
が
無

け
れ
ば
当
選
し
ま
せ
ん
。

単
純
に
比
例
区
の
議
員
は

政
党
の
名
前
だ
け
で
当
選

し
て
い
る
訳
で
は
無
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

「
結
い
の
党
」
は

「
政
界
再
編
政
党
」

と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

自
民
党
の
「
一
強

多
弱
」
と
言
わ
れ

る
今
の
政
治
状
況

の
中
で
、
先
の
臨

時
国
会
で
も
み
ら

れ
た
よ
う
に
、
そ

の
「
数
の
暴
走
」

に
も
歯
止
め
を
か

け
ら
れ
な
い
。
国

民
の
皆
様
か
ら
は

本
当
に
ふ
が
い
な

い
野
党
だ
と
の
批

判
を
、
我
々
を
含

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
一
方
で
は
、
安
倍

政
権
下
で
、
官
僚
主
導
、

族
議
員
主
導
が
強
ま
り
、

国
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
デ
フ
レ
下
の
消

費
税
増
税
の
強
行
、
「
国

土
強
靭
化
」
と
称
す
る
公

共
事
業
の
バ
ラ
マ
キ
、
成

長
戦
略
の
肝
で
あ
る
規
制

改
革
の
骨
抜
き
、
特
定
秘

密
保
護
法
案
の
強
行
採
決

等
々
。

今
こ
そ
、
我
々
は
、
政
治

理
念
と
基
本
政
策
の
一
致

を
前
提
に
、
野
党
勢
力
を

結
集
し
、
巨
大
与
党
・
自

民
党
に
代
わ
っ
て
、
政
権

担
当
可
能
な
一
大
勢
力
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
日
本

の
「
民
主
主
義
」
は
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
我
が
党

は
そ
の
た
め
の
「
触
媒
」

と
な
り
、
身
を
捨
て
る
覚

悟
で
、
党
の
発
展
的
解
消

も
辞
さ
ず
、
真
の
改
革
勢

力
を
結
集
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
点
、
結
い

の
党
の
使
命
は
、
「
脱
官

僚

」

「

脱

中

央

集

権

」

「
脱
利
権
・
既
得
権
益
」

で
こ
の
日
本
と
い
う
「
国

の
か
た
ち
」
を
変
え
て
い

く
こ
と
で
す
。

「
脱
官
僚
」
。
官
僚
主
導

の
政
治
を
変
え
て
、
国
民

主
導
、
民
間
主
導
に
し
て

い
こ
う
、
こ
れ
が
我
々
が

目
指
す
「
民
間
が
主
役
」

の
国
造
り
で
す
。

「
脱
中
央
集
権
」
。
別
の

言
葉
で
言
え
ば
「
地
域
主

権
」
。
市
町
村
を
は
じ
め

と
し
た
基
礎
自
治
体
に
権

限
、
財
源
、
人
間
、
こ
の

「
三
ゲ
ン
」
を
徹
底
的
に

移
譲
し
て
い
く
、
そ
し
て

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決

め
る
。
「
地
域
が
主
役
」

の
政
治
を
実
現
し
ま
す
。

「
脱
利
権
・
既
得
権
益
」
。

利
権
圧
力
団
体
の
支
援
を

一
切
受
け
ず
、
企
業
団
体

献
金
も
受
け
な
い
。
全
く

し
が
ら
み
の
無
い
立
場
か

ら
、
決
し
て
自
民
党
で
は

で
き
な
い
、
民
主
党
で
も

で
き
な
い
、
国
民
本
位
の

改
革
を
断
行
し
て
い
き
ま

す
。
必
ず
や
成
し
遂
げ
る

決
意
で
す
。
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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みんなの党を離党！
「
王
寺
未
来
の
会
」
代
表
の
清
水
勉
は
、

平
成
二
十
六
年
一
月
十
日
付
け
で
「
み

ん
な
の
党
」
に
離
党
届
を
提
出
し
ま
し

た
。
理
由
の
一
つ
は
、
み
ん
な
の
党
は
、

脱
官
僚
を
第
一
の
旗
印
に
訴
え
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
の
臨
時
国
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
「
特
定
秘
密
保

護
法
」
に
賛
成
の
意
を
示
し
た
か
ら
で

す
。
同
法
の
機
密
事
項
の
指
定
は
、
時

の
内
閣
（
官
僚
サ
イ
ド
）
で
自
由
に
決

め
ら
れ
、
永
久
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
項
目
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
賛
同
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
法
律

こ
そ
、
情
報
の
開
示
を
大
前
提
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
最
大
限
三
十
年
は
仕

方
な
い
と
し
て
も
延
長
は
許
さ
れ
な
い

と
の
思
い
で
す
。
第
二
の
理
由
は
、
十

四
人
も
の
国
会
議
員
を
離
党
せ
ざ
る
を

得
な
い
情
況
に
追
い
込
ん
だ
党
執
行
部

の
党
運
営
に
疑
問
を
抱
き
、
政
界
再
編

を
目
指
す
「
結
い
の
党
」
へ
の
参
加
を

決
め
ま
し
た
。

王
寺
の
未
来
を
明
る
く

結
い
の
党
へ
入
党
！

「
王
寺
未
来
の
会
」
代
表
の
清
水
勉
は
、
平
成

二
六
年
一
月
十
八
日
（
土
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
催
さ
れ
た
「
結
い
の
党
」
結
党
大
会
に
参

加
。

王寺未来の会
代 表 清 水 勉

江田憲司 結 いの 党 代表 メ ッセージ

笑
顔
あ
ふ
れ
自
立
す
る
ま
ち
を
目
指
す

（
江
田
代
表
と
固
い
握
手
！
）

平
成
二
六
年
一
月
十
八
日
結
党
大
会



【
問
】
現
在
、
公
会
計
制

度
導
入
に
向
け
て
、
行
政

財
産
・
普
通
財
産
・
法
定

外
公
共
物
な
ど
の
財
産
評

価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
経

常
的
な
経
費
で
あ
る
各
施

設
の
維
持
修
繕
費
を
把
握

す
る
た
め
に
は
、
各
施
設

の
更
新
計
画
策
定
が
必
要

と
思
う
が
、
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
な
く
単
年
度
で

執
行
可
能
な
会
計
別
の
単

独
費
は
ど
の
程
度
か
？

【
答
】
一
般
会
計
の
資
産

総
額
は
、
三
五
、
八
四
三

百
万
円
（
行
政
財
産
が
約

八
八
％
）
水
道
会
計
は
、

四
、
一
四
七
百
万
円
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

二
三
、
八
七
二
百
万
円
。

過
去
の
決
算
額
平
均
値
か

ら
、
単
年
度
の
執
行
可
能

な
単
独
費
は
、
一
般
会
計

で
は
約
三
億
円
、
水
道
で

は
約
七
千
万
円
、
下
水
で

は
、
約
三
百
九
十
万
円
で

あ
る
。
↓
（
一
般
会
計
で

は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事

業
を
併
せ
て
三
億
円
が
限

度
と
い
う
こ
と
で
す
。
）

【
問
】
王
寺
町
は
地
理
的

特
性
か
ら
耐
震
対
策
と
浸

水
対
策
の
両
方
を
推
進
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
次
の
五
点
を
問
う
。

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
採
用
は
？

・
自
家
用
発
電
機
の
設
置

予
定
施
設
は
？

・
緊
急
貯
水
槽
の
整
備
、

貯
水
機
能
付
き
給
水
管
の

整
備
予
定
は
？

・
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
受
水

槽
、
高
架
タ
ン
ク
へ
の
緊

急
遮
断
弁
設
置
状
況
は
？

・
総
合
治
水
対
策
の
更
な

る
取
組
は
？

【
答
】
・
太
陽
光
発
電
に

つ
い
て
は
検
討
中
・
自
家

用
発
電
機
は
可
搬
式
を
十

六
台
保
有
、
や
わ
ら
ぎ
会

館
、
ア
リ
ー
ナ
に
は
最
低

限
必
要
な
自
家
用
発
電
機

が
あ
る
。
・
緊
急
貯
水
槽

は
、
第
二
浄
水
場
に
緊
急

遮
断
弁
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
初
期
に
全

町
民
が
必
要
と
す
る
飲
料

水
七
日
分
（
五
七
〇
〇
㎥
）

を
確
保
し
、
県
営
水
道
に

も
応
急
給
水
栓
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
・
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
の
八
三
ケ
所
に
受

水
槽
が
あ
り
、
緊
急
遮
断

弁
は
い
ず
れ
も
設
置
さ
れ

て
い
な
い
が
、
民
間
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
予
定
。
・

総
合
治
水
対
策
と
し
て
は

新
た
に
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
計

画
と
、
国
で
百
万
㎥
級
の

遊
水
池
整
備
計
画
が
あ
る
。

【
再
質
問
】
大
規
模
災
害

時
の
医
療
用
水
確
保
は
？

【
水
道
部
長
】
各
病
院
に

は
発
電
機
は
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
緊
急
遮
断
弁
は

設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

【
ま
と
め
】
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
貯
留
や
た
め
池
の
治

水
利
用
を
行
う
総
合
治
水

対
策
に
対
し
て
は
、
県
内

の
各
自
治
体
の
と
り
く
み

に
大
き
な
差
が
あ
り
達
成

率
一
桁
台
の
自
治
体
も
あ

る
。
百
万
㎥
級
の
遊
水
池

が
出
来
れ
ば
、
尚
更
、
整

備
は
さ
れ
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
王
寺
町
は
下
水

道
事
業
に
よ
る
貯
留
を
併

せ
れ
ば
目
標
の
二
三
八
％

に
当
た
る
約
五
万
五
千
㎥

の
貯
留
能
力
を
持
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
九
月
の
台

風
十
八
号
で
は
、
昭
和
五

七
年
災
害
時
の
大
和
川
水

位
を
上
回
っ
て
お
り
安
心

は
で
き
な
い
。
総
合
治
水

対
策
の
内
容
を
見
直
し
て
、

治
山
、
農
林
、
道
路
、
河

川
、
下
水
道
な
ど
様
々
な

事
業
で
奈
良
県
内
の
保
水

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
奈
良
県

に
対
し
て
「
総
合
治
水
条

例
」
の
制
定
と
新
た
な
補

助
制
度
を
強
く
呼
び
掛
け

て
い
た
だ
く
こ
と
を
提
案

す
る
。

「
取
り
調
べ
の
全
過
程
の

可
視
化
と
検
察
手
持
ち
証

拠
の
全
面
開
示
を
求
め
る

意
見
書
」
が
、
提
出
者
Ｉ

議
員
、
賛
成
者
は
、
清
水

以
外
の
十
一
人
の
議
員
に

よ
り
提
出
さ
れ
、
議
会
運

営
委
員
会
に
お
い
て
初
日

の
本
会
議
で
即
決
議
案
と

定
め
ら
れ
た
た
め
、
意
見

書
の
内
容
に
つ
い
て
大
き

な
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

当
議
案
審
議
を
拒
否
し
て

退
席
し
ま
し
た
。
賛
成
議

員
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
本
会
議
で
即
決

と
す
る
こ
と
は
手
続
き
上

に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

賛
成
者
が
多
け
れ
ば
本
会

議
場
だ
け
で
の
議
論
だ
け

で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

実
際
、
提
出
者
が
説
明
を

行
い
、
ど
な
た
か
ら
も
質

問
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
議
会
制
民
主
主
義

の
基
本
は
自
由
闊
達
な
議

論
に
あ
る
筈
で
す
。
そ
れ

に
、
毎
年
二
百
万
件
も
あ

る
取
り
調
べ
の
全
過
程
を

可
視
化
す
る
こ
と
が
可
能

で
し
ょ
う
か
？
取
り
調
べ

は
室
内
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
裁
判
員
裁
判
に
選

出
さ
れ
た
裁
判
員
に
多
大

な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

議
論
し
て
意
見
書
は
作
成

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
非
常
に
残
念
で
す
！
」

小
委
員
会
よ
り
、
議
会
基

本
条
例
最
終
案
が
提
示
さ

れ
、
一
月
二
四
日
を
期
限

に
各
委
員
の
修
正
案
を
提

出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
議
会
基
本

条
例
制
定
の
最
終
段
階
と

な
り
ま
し
た
。
決
ま
れ
ば

議
会
報
告
会
の
義
務
化
や

質
問
方
式
が
変
わ
り
ま
す
。
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十
二
月
定
例

議
会
報
告

25. 10 . 2 am 9 :00～王 寺 南 中学 校 運 動会

25. 10 . 3 am 10 :00～町 営 住 宅入 居 者 選考 委 員 会

25 . 1 0. 5 a m 8 : 50～ 王 寺 南 幼 稚 園 ・ 南 小 学 校 合

同運 動 会

25. 10 . 6 am 10 :00～天 満 音 楽祭 （ 大 阪駅 周 辺 ）

25. 10 . 8 pm 1 :00～戦 没 者 追悼 式

25 . 1 0 .1 0～ 1 1 全 国 市 町 村 国 際 文 化 研 修 所 （ 唐

崎 ） に て 自 主 研 修 （ 町 村 が 抱 え る 課 題 と 議 員 の

役割 な ど ）

25. 10 .13 am 8 :50～町 民 体 育大 会

25. 10 .14 am 9 :00～黎 明 保 育園 運 動 会（ 北 小 ）

25 . 1 0. 1 6 a m 10 : 00～ 自 治 連 合 会 役 員 会 と 議 会 議

員の 懇 談 会

25. 10 .20 王 寺 町防 災 訓 練

25 .1 0. 2 2 王 寺町 議 会 議 員 研 修 （ 山 口 県 周 南 市）

25 . 1 0 .2 8～ 2 9日 全 国 市 町 村 国 際 文 化 研 修 所 に

て自 主 研 修（ 第 2回 議 会 改革 を 考 える ）

25. 11 . 2 am 9 :15～黎 明 保 育園 乳 児 運動 会

25. 11 . 3 am 10 :00～王 寺 町 功労 者 表 彰式

pm 1 :00～児 童 生 徒健 全 育 成講 演 会

25. 11 . 8 am 10 :30～役 場 建 設部 に て 要望

25. 11 . 9 am 9 :00～三 郷 町 人権 フ ェ スタ

pm 7 :00～美 し ケ 丘自 主 防 災会

25. 11 .13 am 9 :30～住 民 相 談

25 . 1 1. 1 4 a m 10 : 00～ 片 岡 八 郎 公 墓 参 、 顕 彰 会 総

会

25. 11 .16 pm 2 :00～ア ク テ ィブ 王 寺 講演 会

25. 11 .17 am 10 :00～美 し ケ 丘防 災 訓 練

25. 11 .19 pm 1 :00～美 し ケ 丘防 災 訓 練の 片 付 け

25. 11 .20 am 9 :00～第 1回水 曜 自 由討 論 会

25. 11 .21 pm 0 :30～給 食 試 食会

25 . 1 1. 2 2 a m 11 : 30～ 平 井 町 長 に 平 成 26年 度 予 算

要望

25. 11 .24 am 9 :00～王 寺 町 社会 福 祉 祭り

p m 5 : 0 0～ 奈 良 県 関 大 倶 楽 部 総 会 （ ホ

テル 日 航 奈良 ）

25. 11 .27 am 9 :00～第 2回水 曜 自 由討 論 会

25. 11 .28 pm 1 :30～北 葛 城 郡議 員 研 修

25. 11 .29 am 11 :00～消 防 委 員会

25. 11 .30 pm 1 :00～畠 中 光 成衆 議 院 議員 事 務 所

25 . 1 2. 1 p m 2 : 30～ や わ ら ぎ 会 館 自 主 事 業 「 独

楽」 鑑 賞

25. 12 . 4 am 9 :30～第 3回水 曜 自 由討 論 会

25. 12 . 5 am 9 :00～ 1 2月 定 例会 議 案 説明 会

25. 12 . 6 pm 6 :00～だ ふ ぁ ー会 忘 年 会

25. 12 . 8 am 8 :30～奈 良 マ ラソ ン 参 加者 応 援

am 11 :30～Ｇ ｅ ｔ 元気 ２ １

25. 12 . 9 ～ 25. 12. 19 １２ 月 定 例議 会

25. 12 .23 am 9 :30～や わ ら ぎマ ラ ソ ン

25. 12 .27 pm 9 :00～消 防 委 員会 で 年 末夜 警 巡 視

25 . 1 2. 2 8 p m 8 : 30～ 美 し ケ 丘 自 治 会 年 末 夜 警 参

加
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